
みんなでふるさとを体験しよう「ふれ逢い・助け愛でふるさとづくり」 

＜ 平松自治会 ＞ 

丹波市 春日町   

代表：滝本 榮二   

 

目 

的 

 ２０数年の間、毎年のように新規加入があり、戸数も倍増の１３０戸を越えたが高齢化や１人住まい

が増えてきている。 

 戸数増加のなかで、子どもの数も増えたが、学校とスポーツクラブ、塾通いなどに生活が集中し、家

庭の手伝いや野山の自然体験が乏しく、成長してからのふるさとの思い出が懸念されるようになってき

た。新旧住民のふれあいができる出会いの場が今まで以上に必要になってきている様に感じられる。 

 自由参画のなかで、田畑や山があるふるさとを実感できるようなメニューを増やし、自然体験を経験

させて自分のふるさとをつくる。 

 自治会役員の負担増にならないように実行委員会形式による計画、事業推進とする。 

内 

容 

地域を知る    活動を増やす     知り合い、友人が増える 

参画興味のある事業を増やして、老若男女が楽しいふれあいのと感じるふれあいの思い出を多く残せ

るようにする。 

ふるさとを離れても想いはつながっているような事業展開にする。 

農業体験・・・・・・・・・・・・未耕作地の解消、収穫の喜びを知る、料理教室 

記念植樹・・・・・・・・・・・・散歩道、公園化 

向山登山・・・・・・・・・・・・自然の豊かさ・四季の変化を知る 

花壇設置・・・・・・・・・・・・美化意識の向上、ゴミ不法投棄防止 

むかしばなし・・・・・・・・・・歴史、名所、旧跡を知る 

広報発行 

地
域 

 丹波市春日町平松地域 

事
業
の
効
果 

自治会員への未加入、脱退を防ぐ。 

 普段のふれあいの中で、いろいろな情報交換が図られ、人材、能力、機器などの発掘ができる。 

 世代間交流が図られ、地域、知人の再発見により地域への愛情が深まる。 

自治会だよりの発行により、防災無線、回覧などの聞き逃し、見逃しを少なくする。 

事業、案内の見直しが可能なことによって、家族、地域全員が把握できる。 

させられているが自分たちの楽しみに変わる。     主人公になる 

事 

業 

経 

過 

５月２３日(土) 

   ３０日(土) 

６月１３日(土) 

 

   ２５日(木) 

   ２７日(土) 

７月 ３日(金) 

    ４日(土) 

   １２日(土) 

１５日(水) 

１９日(日) 

     ２０日(月) 

８月 ９日(日) 

  １３日(木) 

９月 ５日(土) 

１０月  ４日(日) 

   ２３日(金) 

１２月３１日(木) 

 ２月２５日(木) 

３月 ６日(土) 

  １３日(土) 

   ２１日(日) 

７，１０，１月 

 自治会役員会でパワーアップ事業の検討      １５人 

 サツマイモ苗植え                 ３人 

 プレゼンテーション 

 第二土曜日を実行委員会開催日とする        ５人 

 黒豆植え                     ３人 

 自治会役員会へ事業内容説明(組員への周知)    １５人 

 子ども会保護者に事業説明、参画依頼       ３５人 

 実行委員会、「盆踊り」音頭練習          ５人 

 公園予定地草刈作業               １０人 

 竹細工準備                    ５人 

 「竹細工の集い」                 ８人 

 平松地域内スタンプラリー            ４５人 

 イモ・豆畑の除草、祭り用竹細工、音頭練習    ２０人 

 夏祭り                    １５０人 

 臨時総会(事業説明、再募集)           ８５人 

 向山登山                    １２人 

 菜の花、金魚草種まき               ２人 

 竹灯篭                      ６人 

 むかしばなし紙芝居               ２９人 

 記念植樹、紙芝居                ２５人 

 記念植樹、花壇、ベンチづくり          ２０人 

 料理教室、パワーアップ実行委員会総括      ３０人 

 自治会だよりの発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スタンプラリーの開催 向山登山

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 竹細工の集い ふれあいサロンでのむかしばなし紙芝居

 

協
働
先 

自治会内の各団体(子ども会、老人会、睦会、婦人会、消防団、ふれあいサロン)に対し役員会などで事業趣

旨を説明し、参画をよびかける。 

今
後
の
展
望 

【反省点】 

事業内容で選べるが、日程が悪いとか、誘う人がいない(知らない)。 

実行委員会の集まりが悪く充分な日程調整が出来なかった。 

自由参加としたことで、温度差が生じた。 

回覧で案内したが連絡が遅くなった。 

事業内容が天候に左右され、インフルエンザの影響を受けた。 

    

【良かった点】 

自由選択できた。 

知識、知人が増えた。 

 

事業の消化不良があり、次年度の継続を強く感じている。 

自治会内で満足せず、隣接や他の地域との交流事業をすることで、自分の地域を再認識することもできる

と考えている。 

 

経費総額（うち助成金）  １５２，０００円（うち助成金１０１，０００円）

活動等項目 支出額（見込額） 

 

紙芝居作成費 ５７，０００円 

公園整備 ５５，０００円 

事
業
経
費 

主な活

動項目 

（上位

３項目） 

野菜・花づくり、料理教室 ４０，０００円 


